
 

西小倉地域小中一貫校整備検討委員会  

第１２回 学校部会 次第 

 

日 時 令和５年２月２０日（月）１９時  

場 所 西小倉中学校 視聴覚室      

 

 

１ 開会 

 

 

２ 地域説明会、保護者説明会での意見概要について 

 

 

３ 基本設計に対する意見のまとめについて 

 

 

４ 外観デザイン等について 

  ・外観デザイン等についての説明 

  ・グループでの意見交換 

 

 

５ 今後の学校部会等について 

 

 

６ 閉会 

 

 

 

 

   

【配付資料】 

・資料①：地域説明会での意見の概要 

・資料②：保護者説明会での意見の概要 

・資料③：基本設計に対する意見のまとめ 

・資料④：外観デザインについて 

・資料⑤：今後のスケジュール 



（仮称）西小倉地域小中一貫校整備に係る地域説明会　概要

日時：令和５年１月１６日　１８：３０～２１：３０

場所：西小倉コミュニティセンター　集会室

参加人数：4１人

質問・意見 回答

東門まわりはどのように改善されるのか。
これまでは中学生だけだったが、小学生も
出入りすることになる。

西消防署前の交差点は、児童生徒数が増えることか
ら、信号機の設置に向けて協議をしている。

中学校が同じフロアだとトラブルが起こ
る。今の中学校でもわざわざ分けられてい
るのに今回は同じフロアだ。
中学校の特別支援学級が４階だが何かあっ
たときはエレベータも止まるかもしれな
い。背負って降りるのか。特別支援学級は
１階にするべき。

（仮称）西小倉地域小中一貫校では同学年の一体感
と異学年の交流を重視した教室配置となっている。
そのため、特別支援学級については小学校は２階、
中学校は４階としている。

学校部会で概要を読み上げるとともに、原文を黙読
してもらった。いただいたご意見は教育委員会内で
内容を共有している。

陸上の走路は何ｍとれるのか。西小倉中学
校は今でも斜めに１００ｍとっている。

グラウンドの走路については、市内の学校でも片側
で１００ｍとれるところはなかなかない。詳細設計
の中で決めていく。

３小学校の跡地活用については地域住民に
とって重要な問題だが、どうなるのか。

整備検討委員会の地域部会において跡地活用も含め
た西小倉地域のことについて話し合いを進めてい
る。

メイングラウンドで野球の公式戦はできる
のか。

野球の公式戦を行う場合は、他校と同様にローカル
ルールを設けて行うことが可能である。

宇治市として、子どもたちに一貫校建設に
ついてグラウンドが３年間使えないなど、
どんなデメリットがあるか説明したうえで
子どもの思いをしっかり聞くべきではない
か。市教委は子どもの思いを把握している
のか。

全ての子どもの意見をアンケートなどで聞いてはい
ないが、教員を通して新しい学校ができることに対
して楽しみにしているといった声は聞いている。

西小倉地域小中一貫校
整備検討委員会

第１２回学校部会　資料①

今後学校部会で検討していく。子どもの人数に対応した通学路になってい
るのか。

３つの学校が１つになるのに防災について
はどう考えているのか。災害が起こったと
きに給食室がなく炊き出しもできない。自
家発電はあるのか。

現時点で、自家発電設備を設けることは考えていな
い。地域全体の防災については跡地活用も含めて地
域部会で話を聞きながら決めていく。

開校時にグラウンドはあるのか。 開校時には旧校舎があるので、グラウンドはない。

南小倉小の保護者が行った給食のアンケー
トはどうなったのか。



質問・意見 回答

私は西小倉中学校の西側に隣接する住居に
住んでいる。横には屋外プレイエリアがあ
り、校舎までは１６ｍほどしかない。私も
小中一貫校には賛成だが、子どもの意見は
聞いてほしい。子どもの意見を把握しない
のであれば、北側が２２．５ｍあけたので
あれば、うちも２２．５ｍあけてほしい。

子どもにどういう問いをするのか。全てを正しく伝
えてそれを聞いた子どもがみんな正しく判断できる
か。思いは分かるが、グラウンドが使えない期間の
体育や部活、全ての場合分けをして聞いていくこと
は難しい。宇治黄檗学園では、実際に通ってみて、
子どもを通わせてみてどうであったかといったこと
はアンケートを取って意見を聞いている。何らかの
方法で子どもたちに聞いてみたい。

南側にセットバックした北側部分はどう使
用するのか。

菜園や子どもの活動スペースにできないか、隣接住
民と話をしながら決めていく。

東門横の駐車・駐輪スペースは保護者のも
のか。

駐車場は来客と一部緊急時等の教職員用と考えてい
る。

なぜグラウンドのない学校に小学生を入れ
るのか。令和８年開校でなくてもよいので
はないか。

施設一体型一貫校のメリットを生かし、小中一貫教
育の教育的効果を発揮するために小学生、中学生が
揃うことが望ましい。素晴らしい新校舎ができたの
なら、少しでも早く小学生にも使えるようにと考え
ている。



（仮称）西小倉地域小中一貫校整備に係る保護者説明会　概要

日時：令和５年１月１８日　１９：００～２２：０５

場所：西小倉小学校　体育館

参加人数：２５人

質問・意見 回答

開校時には今の校舎がまだあってグラウン
ドがない。小学校が令和８年に入る意味が
ないのではないか。

令和８年に開校し、その後旧校舎を解体してグラウ
ンドを整備する。体育館等を利用して体育は行う
が、グラウンドを使う体育は近くの小学校や巨椋ふ
れあい運動ひろばを使うことで調整中である。

部活で近隣の小学校のグラウンドを使うの
であれば放課後の小学生の遊び場がなくな
るのではないか。

部活は主に巨椋ふれあい運動ひろばを使用すること
で調整しているが、近隣の小学校を使うかどうかに
ついても今検討しているところ。放課後の小学生の
遊び場も大事だと思うので、なるべく遊び場ができ
るように考えていきたい。

中学生の昼食の時間がただでさえ短いの
に、体育で移動していたら食べる時間が今
以上に短くなるのではないか。

１校時から移動して体育をすることや昼食のことを
考えると４校時の体育をすることは厳しいのではな
いかということになり、午前中は２・３校時、午後
は５・６校時に体育を行うなど考えている。

体育祭はどうするのか。 体育祭等については、市の運動公園施設や近隣の学
校などの利用ができないか考えている。

巨椋ふれあい運動ひろばでは、救急の対応
や怪我の対応はできるのか。

怪我や体調不良者に対応できるよう、人員を配置し
たり公用車をグラウンドに持っていき、一緒に行け
るようにしたりするなど考えていきたい。

西小倉地域小中一貫校
整備検討委員会

第１２回学校部会　資料②

メイングラウンドも狭く、野球やサッカー
の公式戦ができないのではないか。

野球・サッカー共に公式戦は可能である。グラウン
ドは広いに越したことはないが、必ずしもそうであ
るとは限らない。公式戦については、サッカーの
コートで105ｍ取れる学校はない。それに近いコー
トが取れるところを中体連で決めて会場にする。西
小倉小中一貫校では、立派な体育館ができるので、
屋内競技の会場にもなるかもしれない。

子どもの意見を聞いてほしい。市教委は子
どもの意見を把握していない。親としては
自分の子どもには話を聞くが、全体の気持
ちが知りたい。メリット、デメリットを説
明した上で、君たちはどう思うのかと子ど
もの思いを聞いてほしい。

アンケートを取って、全員の意見を聞けているわけ
ではない。小中一貫校についてできるだけ多くの子
に伝えた上で、期待することや不安など、どのよう
な形で聞けるのか考えていく。

どのスポーツが好きか聞いてサッカーが好
きな子が多ければサッカー部を作り、野球
が多ければ野球部を作る。そうやって意見
を吸い上げて学校は作っていくものではな
いか。

宇治黄檗学園でも子ども達に聞きながら部活は決め
ていったので、今回もそのようになると思う。た
だ、顧問の人数には限りがあるので希望があった全
ての部活ができるわけではない。



質問・意見 回答

サブグラウンドと昇降口の前を配膳車が通
らないことで間違いないか。

東門から配膳車が入り、昇降口の前を通って危ない
のではないかと整備検討委員会でも意見が出てい
る。配膳車がどこを通れば安全か、外構部分につい
て協議している。

なぜ西小倉地域小中一貫校だけ給食セン
ター方式なのか。たった３回の検討委員会
で、その中でも自校式がよいと言われてい
たにもかかわらず、宇治市は西小倉地域小
中一貫校をセンター方式と決めた。そのこ
とも保護者には何も知らされていない。

中学校給食が、令和８年度を目途に給食センター方
式で提供する予定としている中、今後、児童生徒数
の減少が見込まれるとともに、小学校給食室の老朽
化対応も必要であるため、新たに整備する給食セン
ターの活用について検討され、西小倉地域小中一貫
校については、その方針を受け、将来的な児童生徒
数の状況も鑑み、給食センター方式に決めた。本
日、給食センターについての基本計画を示せないの
は申し訳ないが、整備の内容がお知らせできる段階
で説明していきたい。自校式の給食も素晴らしい
が、センター給食も宇治市の素晴らしい給食として
いく。

もし地震が起きたらどうするのか。ガラス
張りのところがあるが石などで割れないの
か。外階段がないが、避難はどうするの
か。

地震などの避難経路については、校舎内の３か所の
階段とアリーナ棟の１か所の階段を使って安全に避
難できるように計画している。不審者が入ったとき
には教室外に避難用のバルコニーを設けている。

令和８年に校舎ができて旧校舎を解体し、
グラウンドができるまで中学生が他の場所
で体育や部活をすることは我慢したとし
て、なぜ小学生までがそうしないといけな
いのか。

施設一体型校舎における小中一貫教育の効果を発揮
するには同時に開校したい。素晴らしい新しい校舎
ができたのであれば、少しでも早く小学生にも使っ
てもらいたいというのが市教委の考えである。

開校時にグラウンドがないのであれば、体
育は近くの小学校で行うにしても休み時間
の遊びはどうするのか。

建物自体はできている。体育館でも遊ぶことができ
ると思うが、中でだけとならないよう、屋外でも遊
べるエリアは確保していきたい。

今よりも学校が遠くなり、通学班で登校す
るにしても不安である。それに加えて体育
でまた外に出るとなるなら、さらに不安が
増える。近隣の小学校で体育をするのなら
引率のための教員は増えるのか。

校外で活動する際には、どの学校でも複数の教員が
付き添って移動するので、体育の移動の際も学年以
外の教員も付き添うことになる。



回答

配膳室が１階東側にあることから給食配送
車がサブグラウンドと昇降口の間を通って
搬入、搬出すると考えられる。学校部会で
は、サブグラウンドの外側にルートを作
り、車を入れると言う意見が出たが、サブ
グラウンドがさらに狭くなる。北側住民の
方々の意見も困り事も理解出来るが、歩車
分離し、児童生徒の安全を確保するために
も給食関係の車だけでも、北門から搬入・
搬出とできないか。

西小倉中学校敷地に隣接する近隣の生活環境への配
慮の観点から、北門からの車両の出入りを緊急車両
等非常時の利用に限ることとしています。給食配送
車の配膳室までのルートについては、まずは敷地内
を安全に運行できること、また児童生徒との動線が
重ならないようにすることなど、配送時間帯や誘導
する人員を含め、安全な配送となるようにしていき
ます。

現在、中学校の特別支援学級は、職員室と
同じ２階であり、先生方は、授業時間以外
にも生徒の様子を確認しやすい。しかし小
中一貫校では、中学校の特別支援学級は４
階で、職員室からは遠くなる。それは、先
生方の動きには影響はないか。また、エレ
ベーターが災害時に止まって使用できな
かったらどうするのか。

（仮称）西小倉地域小中一貫校では、同学年での一
体感と異学年交流を重視した教室配置にしており、
特別支援学級については、小学校は２階、中学校は
４階へ配置しています。また、２階から４階の各フ
ロアに教師ステーションを配置し、教師ステーショ
ンでは職員室の一部の機能を持たすよう考えていま
す。地震や火災が起こったときは、校舎棟の３つの
階段、アリーナ棟の階段を利用し避難することを考
えています。

武道場を先行解体してサブグラウンドを整
備するのであれば、現在武道場で活動して
いる卓球部は金工室等で活動することが考
えられるが、野球部や陸上部の活動場所は
校内にはない。学校外で活動する部活の生
徒の負担をなるべく少なくできるよう考え
てほしい。

工事期間中の部活動の活動場所については、ブロッ
ク内の小学校の活用をはじめ、巨椋ふれあい運動ひ
ろばや黄檗球場の活用についても調整を行っている
ほか、部活動に限らず、近隣の高校とも連携した取
組ができないか検討するなど、生徒の活動場所を最
大限確保したいと考えております。

小学生が遊ぶかもしれないサブグラウンド
のすぐ横や昇降口前が通り道になってお
り、事故が起きる危険性がある。給食配送
車を駐車スペースに停めて、台車で運ぶの
はどうか。

駐車スペースから、台車等で配膳室へ給食を運ぶこ
とは、天候等による衛生面への懸念もあり困難であ
ると考えています。

西小倉地域小中一貫校
整備検討委員会

第１２回学校部会　資料③

各トイレ前の手洗い場にはバケツ洗い用がありま
す。手洗い場についてはお湯が出る仕様と考えてお
りませんが、保健室の他、理科室や技術室、家庭科
室（調理）には給湯機能を持つ予定です。

現在、中学校には、各階にトイレ以外にも
大きな手洗い場がある。掃除のモップな
ど、大きな物も洗うことができる。そう
いった使い方の出来る洗い場はあるか。ま
た、お湯の出る洗い場やトイレの手洗い場
もお湯は出るか。

（仮称）西小倉地域小中一貫校整備に係る基本設計への学校部
会からの意見に対する市の考え　概要

基本設計について

質問・意見



回答

基本設計について

質問・意見

校長室の位置
　校長室が奥まってしまうより一番手前に
持ってきて、生徒や児童の様子、逆に来客
されてる方が子どもたちに見えるほうが安
全面でも良いし、来校された方にも学校内
の様子が伝わりやすい。

職員室から近く、メイングラウンドを見渡すことが
できることから現在の配置としています。児童生徒
の登校の様子が見えることから職員室が昇降口によ
り近い配置としています。

育成学級については、関係部局とも協議し、現在の
配置としています。
部活中の生徒と迎えの保護者との混在については、
動線を限定するなど工夫していきたいと考えていま
す。
育成学級の出入り口は校舎棟側にあり、屋外プレイ
エリアへの移動はそれほど遠くないと考えていま
す。

参観日や行事などには、かなりの数の駐輪
数になると予想される。サブグラウンドを
駐輪場にすることも考えられるが、子ども
たちの活動の場を確保するためにも、北側
の植栽のスペースを駐輪場にはできない
か。

今の中学校にはテニスコートが３面あり、
男女で使用しており少なく感じる。一貫校
になり北小倉小学校の児童も一緒になりテ
ニスコートが２面では足らないのではない
か。

整備する２面のテニスコートで活動は可能と考えて
いますが、不足する場合には、テニスの練習スペー
スを確保していくなど工夫いたします。

遊具が設置される予定のプレイエリアが職
員室の真反対で死角になりそう。人の行き
来が少ないスペースだが危険ではないか。
休み時間は誰かが見てくれるのか。

休み時間の児童生徒の動きに対しての安全確保につ
いて人の配置をどうするかなどの運用面も含め、学
校と協議しながら決めていきます。

駐輪場については、駐車スペースの一角に確保して
いますが、行事や授業参観時の臨時的な駐輪が可能
な場所等については、運用の中で検討していきたい
と考えております。

育成学級の配置が合理的ではない。
育成学級の教室の位置は変えるほうが良い
のではないか。部活中の生徒と育成学級の
児童を迎えに来た保護者が混在したり部外
者の立ち入りも容易になったりすることも
あるので、育成学級と1階の多目的室や作法
室を入れ替えるほうが良いのではないか。
育成室から屋外プレイエリア遠い。教育活
動時間内の特別教室の子どもへの出入りよ
り育成の児童の外遊びや帰宅ルートの確保
のほうが優先ではないか。

体育館やグラウンドの広さについて
バレーボールのコートを取った時にサーブ
を打てるスペースはあるのか。どのような
部活でも余白のスペースが少ないのはケガ
の原因にもなる。京都市立向島秀蓮小中学
校のような小アリーナのミニステージはな
いのか。西小倉では交流ホールがその役割
を果たすのか。部活でランニングをする際
の走るルートを育成の子らや放課後遊びに
来た児童がここは中学生が走ると認識でき
るような色分けや生徒が時間を確認しなが
ら走れるような距離が一目でわかるものに
してほしい。

第１体育館では、バレーボールのコートを取った
際、サーブを打てるスペースは十分確保できると考
えています。運動スペースを十分確保するため、第
２体育館にはステージは設けていません。部活のラ
ンニングスペース等については、意見内容も含め、
安全第一となるようより良いものとしていきたいと
考えています。



回答

基本設計について

質問・意見

図書室は、第２の保健室となるので、畳な
どのくつろげるスペースが欲しい。

くつろげるスペースも設ける予定をしています。

特別支援学級の位置が日光が入らない位置
なのではないか。中庭から光が入っても廊
下や扉で遮断される。

北側窓から安定した明るさが得られます。

特別支援学級の肢体不自由学級ができた場
合、保健室の横で他の特別支援学級と離れ
ている。

保健室西側の部屋は、医療的ケア等、迅速な対応が
できることも念頭に設置しました。教室が離れてい
ても交流は行います。

どう考えてもサブグラウンドが狭い。ここ
で何をする想定をしているのか、具体的に
聞きたい。

サブグラウンドでは、単元によっては小学校低学年
の体育の授業が行えると考えています。休み時間や
放課後の遊びについては、ドッジボールの他、鬼
ごっこなども行えると考えています。

地域開放時の出入口とはどういうことか。
校門からぐるっと周ってピロティを抜けて
出入りするのか。

地域開放時の出入り口とは交流ホール等を開放する
ときの出入り口となります。詳細な学校開放エリア
については、内部や学校とも協議し、決めていきま
す。

外側非常階段と避難経路の確保
回廊型の校舎で外側への脱出経路がないこ
とが非常に気になる。児童や生徒が普段使
いするような便利さは必要ないが内側にし
か逃げられないのは不安。宇治黄檗学園は
外にも幅の広い階段があり開放的でよいな
と思いました。京都市立向島秀蓮小中学校
のような入ってすぐに広いボールの両サイ
ドに階段があるような作りは談笑できるよ
うなゆとりがある階段のイメージで良かっ
た。

地震時などの避難経路については、校舎内の３か所
の階段とアリーナ棟の１か所の階段を使って安全に
避難できるように計画しています。校舎内の階段で
１階へ移動した後、グラウンドへ避難できる構造で
す。不審者が入ったときなどの防犯上の対策も考慮
し教室外に避難するためのバルコニーを設けていま
す。

昇降口が全員一緒なのは問題が起こる。学
年が上がっていくことで昇降口が変わって
いくのが児童生徒が小中一貫で唯一成長を
感じられることであると思う。

十分な広さを確保し、校舎に入ってからの動線を明
確に分ける予定です。必要に応じて発達段階に応じ
たゾーニングを行う等、児童生徒が安全に生活でき
るようしていきます。同じ校舎に小学生と中学生が
生活し、行事だけでなく普段の学校生活の中で自然
と異学年を感じることにより過去の自分と投影する
ことで自分の成長を感じられると考えています。



回答

基本設計について

質問・意見

意見の内容は、関係部局とも連携し、検討します。

北門は、登校時以外は施錠してあるのか。
登校しぶりの児童生徒やＰＴＡ・地域の方
の出入りはどのようになるのか。

第１体育館（２階）は、避難時には畳を敷
けるようにしてほしい。

１期工事：校舎建築工事（令和６年１月～令和８年
１月ごろまで）
２期工事：外構・グラウンド整備（校舎解体を含め
１年半程度）

前回の説明では、北門からは車両の出入り
をしないとしていたが、東門のみにすると
かなり混雑しないか。北門を使用しない理
由を明確に説明願いたい。

西小倉中学校敷地に隣接する近隣の生活環境への配
慮の観点から、北門からの車両の出入りを緊急車両
等非常時の利用に限ることとしています。

登校しぶりの児童生徒や来校された方は、一度イン
ターフォンで職員室に連絡を入れ、対応することに
なる予定です。

Ｐ５に記載されている建物概要の工事予定
に１期工事と２期工事とあるが、それぞれ
内容を教えてほしい。

校舎北側のスペースの活用方法をどのよう
に考えているのか。教職員で、車通勤をし
ている人も多いと思うが、どこに駐車する
のか。

菜園や子どもの活動スペースにできないか、隣接住
民と話をしながら決めていきます。教職員の駐車ス
ペースについては、外部の確保も努めていきたいと
考えています。

子どもにも大人にも目につきやすい所に３
小１中の地域の地図を設置してほしい。

ご意見の内容については、検討します。

災害時のための防災ベンチを設置してほし
い。

ご意見の内容については、検討します。

トイレ以外の手洗い場の設置はどのように
なっているか。

校舎棟の手洗い場については、トイレ前以外にはコ
モンズに手洗い場と給茶スペースを設置する予定で
す。

自家発電がないのはどうしてか。 ご意見をふまえ、災害時の電力供給について検討し
ているところです。



回答

基本設計について

質問・意見

室内の部活動が優遇されている。 ２つある体育館や武道場、テニスコート、メイング
ラウンドを有効に活用し、屋内、屋外の部活動とも
に充実した活動ができると考えています。

避雷針はあるのか。 設置します。

給食室がないのはなぜか。 今後の児童生徒数の推移と小学校の給食施設の老朽
化を見極めながら小学校にもセンター給食を提供す
る方針を令和４年８月に決定しました。このことか
ら、（仮称）西小倉地域小中一貫校においては、配
膳室を整備し、小学生にもセンターからの給食を提
供します。



教員の駐車場が少ないと思う。公共交通機
関や徒歩だけで通勤できる教員ばかりでは
なく、家庭訪問や出張などの業務だけでな
く自身の子どもの保育園の送り迎えなどで
も車が必要になる。学校の近くで駐車ス
ペースを確保してほしい。

基本設計以外について

質問・意見 回答

正門の所に、信号機を設置することは、１
５年ほど前から要望を出されているが、信
号機の距離が近すぎるという事で、信号機
の設置は出来ない却下されてきた。信号機
が無理なら歩道橋はどうか。

従前より地域から信号機設置要望のある西消防署前
の交差点の改良について、児童生徒の安全確保のた
め、信号機の設置について、京都府警との協議を進
めています。小中一貫校の開校前においても開校後
においても、通学路の危険個所の点検を行うことを
はじめ、引き続き警察や道路担当部署とも連携しな
がら、また、地域の皆様のご理解を得ながら道路舗
装・塗装など必要な対応の検討を行っていくことと
しており、歩道橋の設置は現段階では検討していま
せん。

安全な通学路について、早期に保護者や、
子どもたちの意見も取り入れて、何度も議
論を重ねて考えるべきである。低学年が長
い距離を歩いて通学することになるので、
安全な通学路を確保してほしい。住宅地を
通るのも一つの案だと思う。

安全な通学路については、ＰＴＡや学校と連携しな
がら十分検討し、早期に決定したいと考えていま
す。

教職員の駐車スペースについては、確保に努めてい
きたいと考えています。通常、公共交通機関+徒歩
による通勤（近鉄小倉駅、近鉄伊勢田駅から約１．
１ｋｍ、14分、JR小倉駅から１．２ｋｍ、16分）あ
るいは、周辺に駐車場を契約することとなります。

令和８年に新校舎ができたらみんな揃って
の開校になること期待する。新しい、綺麗
な整った校舎で、学ばせてあげたい。しか
し、開校時にグラウンドが整備されていな
いことも事実なので、なるべく、児童生徒
が我慢することが少ないように、配慮して
ほしい。

開校後、新グラウンドが整備されるまでの間の小中
学生の体育の授業等については、新しい体育館・
プールの使用はもちろん、学校敷地内のサブグラウ
ンドや北側プレイエリアを先行使用できるよう検討
しているほか、統合後の小学校グラウンドなどを活
用することで、児童生徒の活動場所を最大限確保し
たいと考えています。

小学校のカリキュラムを調整し、中学校の体育授業
を行えないか現在調整中です。少しでも中学校の体
育授業を近隣の小学校で行うことも検討していま
す。

工事中の中学校の体育の授業で、巨椋ふれ
あい運動ひろばを利用するということだ
が、走って行くなると距離も長く、生徒の
負担も大きいと考えられる。巨椋ふれあい
運動ひろばは、部活の利用とし、体育の授
業には、小学校のグラウンドを利用できな
いか。小学校なら、トイレも緊急事態など
にも対応できる。
その授業のコマ埋めが出来ないようでは、
一貫校になって、限られたグラウンドを共
有することもできないのではないか。



基本設計以外について

質問・意見 回答

今後の説明会において日時の設定を含め、検討して
いきたいと考えています。

工事期間中、校舎に入らず、我慢ばかりし
て卒業する生徒達が、自分たちも小中一貫
校を作り上げることに参加したと思える物
を残してあげてほしい。

工事期間中の子どもたちの負担をできるだけ軽減す
ることはもちろん、宇治黄檗学園を参考に、少しで
も小中一貫校に関わることができるよう、記念とな
る物を残す取組を実施するなど、子どもたちにとっ
て前向きな思い出として残せるよう、学校とともに
子どもたちに寄り添いながら取り組んでいけるよう
考えています。

どの小学校区からも同じ距離になる別の敷
地に学校をつくることができれば、グラウ
ンドや通学路について意見が出ることもな
かったと考える。

地域を中心に設置された「西小倉地域小中一貫校開
校準備協議会」において、より広い敷地がとれる場
所を開校場所とすべきとの意見、児童生徒、保護
者、教師への負担が大きい先行統合は避けるべきと
の意見も参考として、市内部において検討し、西小
倉中学校を開校場所とすることとしました。

校門に警備員やボランティアの方が見守り
できるような守衛室は設置されるか。され
るならどの位置か。

東門付近にスクールサポーターの方の待機スペース
を設置する予定です。

安全を第一に考えるなら、工事期間が終
わってから開校すべきである。
工事期間が終わってなくて、十分に教育課
程、休み時間の遊びを行うことができない
のに、開校する必要があるのか。
犠牲になることが多いのではないか。

小中一貫校ならではの異学年交流や多くの友達との
交流、なによりメディアセンターやコモンズ、広い
普通教室といった魅力ある新校舎を１日でも早く子
どもたちの新たな学びの場として活用したいと考え
ています。
中学生が先に入り、グラウンドが整備されてから小
学生が入ってはどうかという考え方は、一つの考え
方であるとは認識していますが、一貫校の教育的な
意義を考慮すると、現時点においては、令和８年４
月の開校を目指したいと考えています。

遊田第二児童公園と西小倉中学校の間の水
路はどこの管轄か。ここに橋を渡すことが
できれば学校に来る車の通路を確保できる
のではないか。

水路の管轄は宇治市です。
ご意見も含め、安全対策として議論していきます。

３小１中の先生の意見交換会は実施したの
か。

基本計画素案作成の前には、西小倉中学校、西小倉
小学校、北小倉小学校、南小倉小学校に加えて宇治
黄檗学園の教職員に対して、アンケートを実施し教
育環境の観点から、意見をいただきました。
また、基本計画については、10月5日、11日、12
日、14日と各校の教職員を対象に説明会を行いまし
た。

保護者に対する説明会は、別室で子どもを
預かる等の対応もすべきではないか。



基本設計以外について

質問・意見 回答

不審者対策については、職員室からの見通しの確
保、スクールサポーターの配置や門の施錠、防犯カ
メラの設置等の他、校舎棟には避難用のバルコニー
を設置します。
防犯カメラは正門や北門等に設置します。

工事車両の出入りの安全対策にはどのよう
なものがあるのか。

工事車両は井川に仮設橋を設置し、そこから出入り
します。出入り口には警備員を配置します。

工事期間中の騒音対策をしっかりと行い、
勉強に集中できるようにしてほしい。

工事期間中は子どもたちの安全対策はもちろん、騒
音対策についても万全を期して、子どもたちの負担
とならないようにしていきます。

不審者対策については設計上、どのような
ものがあるのか。
防犯カメラはどのような位置につくのか。



外観デザイン等について
第１２回 西小倉地域小中一貫校
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校舎・アリーナ棟グラウンド側イメージ



校舎棟グラウンド側イメージ



校舎棟東門側イメージ
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